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2465回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 7,500 6,500 1,350 5,000 ○ 6,100
3 14 10,000 8,100 478 7,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,000

16-18 12,000 11,900 1,035 11,000 ○ 柱目４寸取り 12,000
す 20- 18,500 12,600 1,663 6,000 ○ 中目 12,600

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 6,000 6,000 348 6,000 ○ 母屋取り 7,200

14 10,000 9,100 710 9,000 ○ 桁目3.5寸 9,300
16-18 10,900 10,100 1,172 9,000 ○ 桁目　4寸 10,300
20-22 13,600 11,000 1,936 10,000 ○ 中目 12,000

ぎ 24-28 16,000 12,700 3,429 8,500 ○ 中目 14,600
30-34 18,300 12,600 5,166 8,000 ○ 二番玉節少 15,000
36- 28,900 - - - ○ 根玉選木 14,700

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,500
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,500

2 20- 15,300 8,700 1,486 3,800 ○ 13,100
3 14 13,600 13,400 791 12,900 ○ 柱目3～3.5寸 13,000

ひ 16 16,700 16,300 1,418 15,400 ○ 柱目3.5～4寸 16,500
18-22 16,400 15,900 2,099 14,600 ○ 柱目４寸取り 15,000

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 282 - 230 ○ 本＠ 295
12-13 9,500 9,500 551 9,500 ○ 3寸取り 9,300

14 13,700 13,200 1,030 11,500 ○ 土台目3.5寸 12,600
の 16-18 17,000 15,300 1,775 15,000 ○ 土台目3.5～４寸 15,700

20-22 18,000 15,200 2,675 15,000 ○ 中目縁甲取り 16,500
24-28 19,000 15,400 4,158 14,000 ○ 中目 18,400
30-34 21,000 16,400 6,724 13,000 ○ 二番玉節少 20,700
30- 32,100 - - - ○ 根玉選木 30,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 28,000 27,500 5,335 21,000 ▼ 通し柱　４寸 28,900
20-22 26,000 23,000 6,670 16,000 ▼ 通し柱　 24,500

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

4月27日4月27日4月27日4月27日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 16台16台16台16台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 924 924 100.0%
ヒノキ 1,141 1,140 99.9%
その他 80 80 100.0%

計 2,145 2,144 99.9%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　6月17日（金）～6月23日（木）次回の『つち』　6月17日（金）～6月23日（木）次回の『つち』　6月17日（金）～6月23日（木）次回の『つち』　6月17日（金）～6月23日（木）

平成28年4月28日

落　　　札　　　価　　　格

《出品量が減っても値は上がらず》《出品量が減っても値は上がらず》《出品量が減っても値は上がらず》《出品量が減っても値は上がらず》
週明けから川根地区ではお茶の採取が始まり、
いよいよ大井川、安部流域ではお茶のシーズン
到来である。
お茶が始まると木材の出材量が極端に減り、今
回の出品量は、直送材を除くと1,500㎥程度と
なってしまった。製品需要が旺盛な時代であれ
ば、これからの原木供給減に備えて仕入れ意欲
が増すところであるが、ここ数年はそんな気配は
感じられない。市況は低調である。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


